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論 文

総合人間学素描

中谷英明

〔要旨〕

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所の共同研究プロジェクト「総合人間学
の構築」は、五年来、フランスの人間科学館（パリ）と共同して、人文社会科学の新分野
としての「総合人間学」の構築に努めてきた。未だ構築作業は続いているが、これまでに
明らかとなった限りの、総合人間学の主要な特徴をここに記しておきたい。
総合人間学は、他の人文・社会科学と同じく、論理性と実証性に基づく点においては、
科学であると言ってよいであろう。！しかし現在確立し、広く世に行われている人文・社
会科学とは、次の点において異なっていると考えられる。

( 1 ) 有益性と文明的総合性
人にとってよりよい生とは何か。これは人類
が地球上に現われて以来、絶えず自問してきた
問いであろう。他の幾つかの科学と同様、総合
人間学もこの問いを問う。ただし、知を断片に
放置することなく総合を試み、またただ観察し
記述するだけではなく、もろもろの知の有益
性・実効性を重んじ、場合によっては実際に経
験することをも辞さない。
総合人間学は真偽を検証する実証を重んじ
る。実証的知識は、今日の科学技術が示すよう
に、有効であり、またしばしば有益であるから。
しかし実証性に閉じこもることはない。その機
序が科学的に未解明である知識の応用にも関心
を寄せる。例えば、シャーマニズム、儀礼、あ
るいは宗教一般の諸活動から結果する事象も積
極的に研究対象とする。もちろんシャーマンは、
意識的であれ無意識であれ、荒唐無稽なことを
語る。あるいは宗教教義は、例えばこの宇宙に
天国、地獄、祖霊が生きる世界などが存在する

とか、ある人が処女から、あるいは母の脇腹か
ら生まれたなどと科学的には認めがたいことを
事実として教える。しかしこれらの宗教は、信
じる人々に癒しや精神的活力を与えることから
すれば、決して無益なものではない。
このような事象は既に、人類学、社会学、宗

教学、哲学等が研究を行ってきた。しかしこれ
ら諸学は、事象の有益性を評価する基準として
研究者個人の価値観を暗黙の前提としているこ
とがしばしばである。グローバル化が進展した
今日の世界において､ 価値観は入ごとに異なり、
文明ごとに異なっている。そうであれば、暗黙
の価値観によってなされる評価はおおかた盗意
的なものとなることは避け難いであろう。
かつて一つの世界の中の標準的価値観を提示
したのは宗教であり、哲学であった。神道、儒
教、ヒンドゥー教、イスラム教、ユダヤ教、キ
リスト教などのいずれか一つの文明圏にいる限
り、共通の、謂わば「普遍的な」価値観が存在
した。しかしグローバル化した現代世界では、

フランスの人間科学館は十年来「人文・社会科学の脱ヨーロッパ化」を目標の一つに掲げて来たが、その研究
主体がほぼヨーロッパ人に限られるという状況であった。総合人間学に関するA A 研との学術協力協定は、この
ような背景によっても望まれたものである。
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総合人間学素描

ならば、言語能力は、十万年ないし二十万年前
に出来上がったとされる狭義の言語よりもずっ
と古く、二足歩行の開始頃から準備され始めて
いたと考えてよいであろう。他の動物の二足歩
行より約四割のエネルギーを節約できると言わ
れる複雑系制御によるヒトの二足歩行は、百な
いし二百万年前から発達し始めた。言語に関わ
る能力は今日想定されているより遥かに古くか
ら人の認知・表現能力に関わってきたと考えら
れる。そうとするならば、宗教の多くが、とり
わけシャーマニズムや儀礼宗教が、言葉の発声
を特に重んずることも理解されよう。人にとっ
て何がよりよい生であるかを考察する際に、こ
のような視点から言葉の発声や歌と人の幸福感
との関係を検討する必要があるであろう。
上述の前頭前野を喪失したフィネアス・ケー
ジやその他の人の例は、さらに一つの事実を示
唆する。人の持つ責任感や思いやりなどの情念
が、前頭前野の働きに関わることである。4 人
はその進化の過程で形成された自然的性質に
沿った生き方によって幸福感、達成感を獲得で
きるとするならば、よりよい生を求めべきは、
このような前頭前野の働きを活性化させる方向
であろうと予測することができるのではあるま
いか。

後遺伝的局面に関しては、外国語習得の例が
わかり易い。およそ1 2 歳以前に習得した言語は
母語となり得る。しかしそれ以降に学習した言
語はそうならない。同様のことは、人の文化的
意識（｢ 常識」と呼ばれるもの）の形成につい
ても言えるであろう。そうだからこそ文化的に
異なる人々の間の相互理解は困難なのである。
宗教間、あるいは文明間の対話は、母語が異
なり、母語しか知らない人どうしの対話と同じ
ほど困難なのである。このことを考慮するなら

宗教､ 非宗教､ 科学主義､ ニヒリズムなどの種々
の異なる立場と絶えず遭遇することになる。
近代人文・社会科学がヨーロッパにおいて確
立され、今日においてもヨーロッパが主導的立
場にあることからしてこの評価の「基準」を作
る価値観は、多くの場合、西欧的である。評価
基準が真に普遍的なものとなるためには、上に
記した諸世界やその他の世界の価値観を総合し
たものである必要があろう2 。
こうして総合人間学は、事象の最も広い視野

から評価した有益性に対して、実証性と同じ重
要性を認め、知の文明的総合性を希求するもの
である。

( 2 ) 生物学的総合性
知の総合性を求めるならば、文明的総合性と
ともに、生物学的総合性をも求めなければなら
ないであろう。人の価値判断を左右する情念は、
三局面を通じて形成されると考えられる。すな
わち、1）遺伝的局面(ge n e t i q u e )、2)後遺
伝的局面(6pigen6tique,受胎から12才頃まで)、
3）離遺伝的局面(apogenetique,12才頃以降)、
であり、それぞれ前の局面が後の局面の発達基
盤となっていると考えられる。
遺伝的局面と呼ばれるのは、ヒトの脳形成が
遺伝子的にプログラムされているからである。
例えば､ ヒトと鳥類のみが小脳を特に発達させ、
鳥類は飛行、ヒトは二足歩行という、複雑系に
よって制御される特異な運動を手に入れた。ヒ
トと鳥類のみが言葉を発声することができるの
は､ この複雑系運動制御のおかげである3 . 他方、
有名なフィネアス・ケージの不幸な事故以来、
ヒトにおいて最も最近になって発達した前頭前
野の喪失は、言語能力に何の変化も与えないこ
とが知られている。この二事実を突き会わせる

フランスの人間科学館は十年来「人文・社会科学の脱ヨーロッパ化」を目標の一つに掲げて来たが、その研究主
体がほぼヨーロッパ人に限られるという状況であった。総合人間学に関するA A研との学術協力協定は、このよ
うな背景によっても望まれたものである。
中田力「人間の条件一脳科学の知見から」『総合人間学叢割第2巻pp.9-16.2007年3月、参照
CfFuster,J.(2008).ZWel"加伽如ﾉ“γ彪節.London,UK:EIsevier.
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ば、文化伝統の異なる人々の相互理解には、外
国語の十分な習得に要するほどの時間、すなわ
ち数十年を要するとしても当然であることが理
解される。

いま一つの例を挙げるならば、幼時に虐待さ
れた子供の治療は極めて困難であり、脳神経回
路に異常をきたしている場合には殆ど不可能に
近いと報告されている5 ．文明間対話や少年兵
士などの問題に対処する際には、このような事
実をも視野に入れておく必要があるであろう。
離遺伝的局面に関しては、人がそれぞれに持
つ世界観を例として取り上げよう。動物行動学
者によれば、生物は常に環境世界の理解につと
めており、周りで起こっていることが理解でき
たときには満足あるいは安心し、そうでない場
合は不安に陥ると言う。ヒトもホモ．サピエン
ス・サピエンスとなって以来は6 ，神話などの
世界観を持とうとし、それによって世界を「理
解」してきたと思われる。この世界観は、言語
を獲得したことによって格段と複雑なものと
なったが、その機能そのものは、「安心させる」
という古くから受け継がれたものであると推定
される。

最近の比較神話学の成果は、最古の神話が
十万年前のアフリカまで遡るものと推測してい
る7 ．人は、遺伝的、後遺伝的な過程を通じて
形成された認知能力をも包含し、離遺伝的過程
において格段に発達した言語によって紡ぎ出さ
れた、複雑な世界観を持つことによって安心を
得る動物であると言えよう。
このように考察するならば、今日の世界にお

いては、グローバル化した世界と、人の自然的
性質とにふさわしい、新しい世界観が必要とさ
れていること、それを構築することの重要性が
認識されよう。

( 3 ) 相互参照性と共同作業
上に述べた文明的総合性と生物学的総合性と

いう二つの総合性を確保することは、易しい作
業でないことは明らかである。それでは最も確
実な、また人のよりよい生に有益な情報をいか
にして集約するか。このために総合人間学は二

つの方法を提案する。
先ず第一に、リフレクシヴな方法である。初

めに重要な情報を収集する基準を定め、その基
準によって情報を集める。次にそれを吟味して
総括する｡ その総括に基づいて基準を手直しし、
新しい基準によって情報を集め直す。これを繰
り返す。これは古典的な方法であるが、人に関
する考察においては、時間と労力がかかりすぎ
ると判断されたのか、実行されることが少な
かったと思われる。

第二に、これを実行するためには、あらゆる
分野の研究者が共同考察する場を作ることが望
ましい。文明事象に関しては、古典学、人類学、
社会学、哲学など、生物学的事象に関しては、
脳神経科学、動物行動学、精神科学、考古学な
どの研究者が参集する場が必要であろう。異な
る領域の専門家が互いの知識を交換するには、
対面して会話することによって初めて、他の研
究者の知識を我が物とし、自己の研究に用いて
いる概念を変えるべき新たな視点を獲得するこ
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IIThecerebenumCfSteinlm(2007).''Thecerebenumincognitiveprocesses:Supportingstudiesinchildren.''"gCWe69""加(6),
237-241.;MartinH.Teicher,WoundsthatTimewon'theal:TheNeurobiologyofChildAbuse.inCb"〃""
(DanaPress),Vol.2,No.4,pp.50-67;Fall2000.
ホモ・サピエンスに属する可能性のあるホモ．サピェンス．イダルトウに関しては、W h i t e , T i m D . ; A s f a w , B . ;
DeGustaD.;GilberLH.;Richards,G､D.;Suwa,G.;Howel1,F.C.(2003),!'PleistoceneHomosapiensfromMiddle
Awash,Ethiopia'',N"ｵ""423(6491):742-747,2003.参照。彼らが言語を話したかどうかは不明。
CfMichaelWITZEL,OutofAfrica:Thelongjourneyoftheoldesttalesofhumankind,Ge"emﾉ伽dScie"ceqf
HZ"α"漉es,Vol.1,pp.21-65.Tokyo,July2006.
これに関する理論的考察が、第1回パリ．ワークショップのテーマとなった:EM""desjwz"も畑”2sだ"伽9s“"s
"coj@s"如吻〃‘〃"eHMstoWde/W"@α"蝿,25et26mars2007,MSH(Paris)．詳細は総合人間学サイト参照：
http://www・classics・jp/GSH/workshop
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とができる8 o
研究者のみならず、政治家、官僚、企業人な
どの参加も、総合人間学の視野を拡大し、社会
に対する何らかの提言を行うために必要であろ
う9．
このような諸専門家の共同作業は、確実で重

要な情報を迅速に収集し、それをリフレクシヴ
に検討するためには不可欠である。急速な、根
本的な変容を繰り返す現代世界にあって、今求
められているのは、このような総括の迅速さで
あろう｡

( 4 ) 実践する学としての総合人間学
総合人間学が希求する目標はさらにある。人
の行為がその意識を変え得ることは周知の事実
である。例えば、スポーツ選手、修行者、宗教
者らは、行為を通じて自分の感情や意識を変え
る。総合人間学は、これら専門家たちが自らの
経験について記述するところを、古典学、人類
学、社会学などと同じく局外者として理解しよ
うとするばかりではない。必要な場合には、そ
れらの専門家の実行するところを自らも実践し
て経験することを厭わない。このようにして、
実践者にのみ獲得される「内面的事象」すなわ
ち意識をも考察の対象とする。こうして総合人
間学は、実践によって新たに獲得された意識に
基づいてさらに考察を先に進めることができ
る。

社会に対する貢献を目標の一つとする総合人
間学は、教育、心理療法、宗教実践等も、それ
らが青少年、病人、信仰者等の心を変えるとい
う点に着目して、考察の対象とする。教育に関
しては、総合人間学は、青少年に必要な教養や、
自省や自律的思考を要請するリフレクシヴな思
考原理を提供するばかりではなく、自ら実践し、

総合人間学素描

経験することによって自分の精神性を変えるこ
とが可能であることを知らしめる。
より一般的には、総合人間学の社会貢献は、

人々に、単なる観察によるばかりではなく、実
践経験によって獲得された重要な知識とその総
括を提供することである。これらの知識は、現
在の人文科学の枠組みに規制されて殆ど知られ
ていないか、初めて知られるものであり、高度
の有用性を持つと考えられる。
学術面における貢献としては､ 総合人間学は、
諸学において現在用いられている概念や研究の
方向性に変革をもたらし、新しい体系構築の糸
口を与え得ると期待される。
総合人間学は、一定の体系的理論を応用に移
すという意味での応用科学ではない。直接対話
の方法によるリフレクシヴな方法を用い、重要
情報を集約し、種々の実践を提案する。その傭
臓的世界観に基づいて、総合人間学は現代世界
が直面する深刻な問題の解決も考察の対象とす
る。例えば総合人間学研究に参加している世銀
の元副総裁ジヤンーフランソワ・リシャール氏
は、緊急に解決を要する2 0 の世界的重要懸案を
2 0 年以内に解決する方法を提案している。それ
は専門家からなる国際委員会を設置し、それが
世界の政府や国際機関､ 企業等の政策を評価し、
場合によって批判する、という方法である。こ
れは実行可能で有効な解決法であり、今日の世
界の急速な変容速度に対応する迅速性をも備え
ていると考えられる' 0 。

＊

総合人間学は､ 単なる知識の総括に留まらず、
それを用いて人にとってのよりよい生を実現す
る方策を考察してゆくであろう。例えば、世界
人権宣言（1 9 4 8 年国連総会採択）や、国際人権
規約（1 9 6 6 年採択）などに宣言された社会的規

9CfJFRischard(BanqueMondiale)氏の論文(op.citn.7)参照。FranCoisTaddei(INSERM,Paris)教授も、
青年の教育活動実践に関する報告を第2回パリ・ワークシヨップにおいて行った:@Consciousness廿omView
PointofGeneticistsandEvolutionaryBiologists',｡(肋γ"､α""QfCMsciows"ess,Cﾙα昭eqfCりgW"0〃鯵,MSH,
MaisondesSciencesdel'Homme,2&3avril2009.

lOCfJFRISCHARD,DesperateTimesRequireOut-ofthe-BoxSolutions,Ge""MzedScie"ceqfH@"f@α”"es,Vol.3,
pp.7-13.Tokyo,Janvier2008.Voirnotresiteweb:http://www・classics.jp/GSH/book/03.html
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範は、真に文化的に普遍的な条件を備えている
とは言い難く、不十分さが否めない。総合人間
学は、上述の方法によって、最低限の社会規範
の考察にも貢献することができよう。
総合人間学の構築は、「全球化」が諸文明の
頻繁にして緊密な接触を促し、大小の紛争を生
起させしている現代世界において、急ぐべきこ
とと思われる。相互不理解、文化伝統の喪失、
狂信的教義への回帰などが払拭されない世界に
対して、総合人間学は、種々の精神伝統を生か
した、常なる刷新を行う「多様な伝統の一々の

さらなる発展とそれらの共存の方策」を模索し
てゆくであろう。
総合人間学は、人の生物的、文化的条件の正

確な認識に基づき、人の遺伝的、後遺伝的、離
遺伝的な条件にふさわしい、よりよい生を希求
することを、最終目標としている。
☆本研究遂行にあたり、国際文化交流事業財団（東京）

の補助を受けた。ここに記して謝意を表する。
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